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東東
日日
本本
大大
震震
災災
にに
遭遭
わわ
れれ
たた
皆皆
様様
にに

〜〜
心心
かか
らら
おお
見見
舞舞
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
〜〜

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
皆
様
の

健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
会
長

赤
坂

勝
）で
は
、

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
身
体
障
害
者
の
方
々
に
対
す
る

お
見
舞
い
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
義
援
金
の
取
り
ま
と
め
は
、
各
加
盟
団
体
（
各
地
域
の
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
）
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
の
義
援
金
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
七
月
二
十
九
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
大
震
災
の
現
況
】

既
に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
平

成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時

四
十
六
分
ご
ろ
、
三
陸
沖
を
震
源
に

国
内
観
測
史
上
、
最
大
の
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
し
、

津
波
、
火
災
な
ど
に
よ
り
被
害
は
広

範
囲
で
、
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
発
と
第

二
原
発
周
辺
に
は
、
避
難
指
示
や
屋

内
退
避
指
示
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
地
震

発
生
か
ら
二
十
二
日
目
を
迎
え
た
四

月
一
日
時
点
で
、
死
者
は
一
万
千
五

百
七
十
八
人
、
家
族
か
ら
届
出
の

あ
っ
た
行
方
不
明
者
は
一
万
六
千
四

百
五
十
一
人
で
合
わ
せ
て
二
万
八
千

二
十
九
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
建
物
被
害
は
全
壊
・
流
出
が
二

万
戸
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て

大
き
な
被
害
と
な
っ
た
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
を
含
め
た
十
七
都
県

の
二
千
二
百
三
十
一
所
の
避
難
所
に

は
十
七
万
人
以
上
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

障
が
い
者
に
関
す
る
情
報
は
少
な
く

現
地
情
報
に
よ
る
と
、
現
在
も
安
否

確
認
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
日
身
連
・
北
身
協
の
取
組
み
】

こ
の
よ
う
な
被
災
の
広
大
さ
、
甚

大
さ
に
鑑
み
�
日
本
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会（
会
長
小
川
榮
一
）で
は
、

既
に
「
日
身
連
東
日
本
大
震
災
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
地
震
被
害
の
義

援
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
北

身
協
も
、
い
ち
早
く
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
各
県
の
身
体
障
害
者

の
方
々
へ
の
義
援
金
の
受
付
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

義
援
金
は
七
月
二
十
九
日
ま
で
加

盟
団
体
（
各
地
域
の
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
）
で
受
付
け
、
北
身
協
に
送

金
を
い
た
だ
き
、
取
り
ま
と
め
の
う

え
日
身
連
東
日
本
大
震
災
対
策
本
部

に
届
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

北
身
協
事
務
局
体
制

こ
の
四
月
か
ら
北
身
協
事
務
局
が

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

担
当
者
ご
と
の
事
務
分
掌
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
新
任
職
員
も
多
い
た
め

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご
指
導
を
頂
く

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

一
年
間
、
事
務
局
全
員
が
一
生
懸
命

に
取
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
職
員
紹
介
）

□
事
務
局
長

泉

司

□
セ
ン
タ
ー
所
長

古
舘

一
雄

□
書
記

松
本
美
由
紀

□
書
記

引
地

朋
子

□
書
記

川
村

真

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
四
回
理
事
会
を
開
催

三
月
八
日
�
午
後
、
北
身
協
は
札

幌
市
内
で
第
四
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

〔
概
要
〕

■
会
長
挨
拶
要
旨

最
初
に
赤
坂
会
長
か
ら
和
田
事
務

局
長
が
、
本
日
付
け
で
退
職
さ
れ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
労

苦
に
対
し
て
謝
辞
が
あ
っ
た
。
続
い

て
理
事
、
監
事
の
方
々
に
新
事
務
局

体
制
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

■
理
事
会
審
議
議
案

①
平
成
二
十
二
年
度
決
算
見
込
み

②
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

③
平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算
案

（
暫
定
予
算
案
）

④
そ
の
他
、
次
の
理
事
会
・
通
常
総

会
の
開
催
日
程
な
ど

■
審
議
結
果
と
主
な
内
容

議
案
は
全
て
提
案
ど
お
り
了
承
さ

れ
た
。
な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
は

大
変
厳
し
い
現
状
認
識
の
も
と
加
盟

団
体
活
性
化
の
た
め
の
事
業
支
援

（
雇
用
促
進
・
社
会
参
加
支
援
事

業
）
の
実
施
、
公
益
法
人
改
革
へ
の

対
応
検
討
、
協
会
運
営
の
基
盤
づ
く

り
の
検
討
（
加
盟
団
体
の
会
費
算
定

基
準
の
検
討
）を
進
め
る
と
と
も
に
、

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
案
、

予
算
案
（
暫
定
予
算
案
）
が
了
承
さ

れ
た
。
な
お
、
今
後
の
北
身
協
の
公

益
法
人
改
革
に
つ
い
て
は
、
公
益
社

団
を
目
指
す
こ
と
又
は
一
般
社
団
を

目
指
す
こ
と
の
両
面
か
ら
次
の
総
会

に
向
け
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
出
席
理
事
か
ら
は
、「
公
益

社
団
と
な
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

通
訳
・
介
助
員
現
任
研
修

北
身
協
は
、
三
月
十
四
日
�
、
札

幌
市
内
で
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

現
任
研
修
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
講
師
の
村

岡
美
和
さ
ん（
全
国
盲
ろ
う
者
協
会
）

が
来
札
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
急
遽
、

研
修
内
容
を
変
更
し
開
催
さ
れ
た
。

〔
開
催
概
要
〕

当
日
は
、
二
十
名
の
盲
ろ
う
者
通

訳
・
介
助
員
が
出
席
し
、
最
初
に
主

催
者
で
あ
る
北
身
協
の
泉

司
事
務

局
長
か
ら
「
今
日
の
講
義
や
意
見
交

換
を
実
り
多
い
も
の
に
し
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
北

海
道
（
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
）
の

北
山
主
任
か
ら
「
障
が
い
者
福
祉
制

度
及
び
派
遣
事
業
の
概
要
」と
題
し
、

詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、出

さ
れ
た
要
望
等
は
次
の
と
お
り
。

▽「
派
遣
依
頼
の
日
は
都
合
が
悪
い
」

と
誤
っ
て
扱
わ
れ
、利
用
者
に
迷

惑
が
か
か
っ
た
の
で
注
意
し
て
ほ

し
い
。

▽
研
修
講
師
の
地
元
確
保
と
講
師
養

成
の
経
済
的
支
援
を
要
望
な
ど
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

事 務 分 掌
事務局の総括に関すること
協会の組織強化活動に関すること
会長印の保管管理に関すること
奨学金運営事業に関すること
協会の自主財源の確保に関すること
日身連との相互協力と連携に関すること
総会、理事会、監事会、正副会長会議に関すること
東北・北海道ブロック身体障害者団体連絡会に関すること
法人の運営・法人改革に関すること
障害者社会参加推進協議会に関すること
「障がい者１１０番」運営事業（委託事業）
身体・知的障害者相談員専門研修事業（委託事業）
東北・北海道ブロック身体障害者相談員研修会に関すること
身体障害者相談員連絡協議会に関すること
「北海道身体障害者新聞」の発行に関すること
職員の福利厚生に関すること
一般会計及び特別会計の経理事務に関すること
全国・全道身体障害者福祉大会に関すること
身体障害者福祉総合推進事業補助金に関すること
障害者社会参加推進センター運営事業補助金に関すること
委託料に関すること
要約筆記奉仕員養成事業に関すること（委託事業）
要約筆記技術研修事業（会議開催事業）に関すること
盲ろう者通訳・介助員派遣事業（委託事業）
パソコン貸与事業に関すること
ホームページに関すること
文書管理に関すること
行事予定に関すること
ガイドヘルパーネットワーク事業（委託事業）
身体・知的障害者生活訓練事業（委託事業）
「障がい者１１０番」運営事業（委託事業）の補助
雇用促進・社会参加支援事業に関すること
加盟団体事務担当者会議に関すること
パソコン教室開催事業に関すること
パソコンボランティア派遣事業に関すること
ＪＲジパング倶楽部に関すること
第３種郵便に関すること
日身連収益事業への協力に関すること

０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９

担 当
泉事務局長

古舘センター所長

松本書記

引地書記

川村書記

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

北身協事務局事務分掌
平成２３年４月１日現在

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

第４回理事会で審議中の役員の皆さん

（平成２３年４月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６８５号）（１）
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要
望
事
項
と
回
答
（
終
り
）

先
月
に
引
き
続
き
全
道
大
会
（
夕

張
大
会
）に
提
出
・
採
択
、
そ
の
後
、

検
討
整
理
さ
れ
た
要
望
事
項
と
回
答

（
概
要
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要
望
五

各
市
町
村
か
ら
は
活
字
に

よ
る
生
活
上
必
需
の
様
々
な
広
報
誌

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
重
度
の
視

覚
障
が
い
者
の
多
く
は
こ
れ
を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
点

訳
す
る
、
音
訳
す
る
、
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド

を
つ
け
る
等
の
手
段
に
よ
り
、
重
度

の
視
覚
障
が
い
者
に
も
そ
の
内
容
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
は
、

各
市
町
村
に
対
し
広
報
誌
等
の
内
容

を
上
記
の
手
段
に
よ
り
視
覚
障
が
い

者
に
も
伝
え
る
よ
う
に
積
極
的
な
指

導
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。（
�
北

海
道
視
力
障
害
者
福
祉
連
合
会
）

【
回
答
】
活
字
等
に
よ
る
情
報
の
入

手
に
困
難
を
伴
う
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
々
に
対
し
、
行
政
の
動
き
や

市
町
村
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
内
容

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
の
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
の

あ
る
方
々
に
十
分
配
慮
し
た
様
々
な

手
法
に
よ
る
広
報
の
取
組
み
が
さ
ら

に
広
が
る
よ
う
、
市
町
村
へ
働
き
か

け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
回
答

北
海
道
】

要
望
六

今
大
会
に
お
い
て
「
障
が

い
者
相
談
員
制
度
の
活
用
と
充
実
を

要
望
す
る
」
と
の
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、『
北
海
道
障
が
い

者
条
例
』
に
お
い
て
は
、
障
が
い
者

相
談
員
が
一
定
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
お
い

て
障
が
い
者
に
関
す
る
情
報
は
相
談

員
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
相
談
員
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
の

が
実
状
で
す
。
必
要
な
相
談
支
援
が

実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
相
談
員
が
地

域
の
障
が
い
者
を
把
握
で
き
る
よ
う

適
切
な
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
市

町
村
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。（
宗

谷
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

【
回
答
】「
北
海
道
障
が
い
者
条
例

（
略
称
）」
の
目
的
で
あ
る
障
が
い

者
（
児
）
の
権
利
を
擁
護
し
、
障
が

い
者
（
児
）
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市

町
村
を
は
じ
め
関
係
者
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
地
域
に
お
け
る
相
談
支

援
体
制
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
障
害
者
相
談
員

制
度
の
活
用
な
ど
を
含
め
て
、
相
談

支
援
推
進
体
制
に
つ
い
て
の
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
障
が
い

者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
保
護
の
問
題
な
ど
か
ら
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
道
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
障
害
者
相
談
員
の
活
動
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
市
町
村
に
対

し
て
必
要
な
働
き
か
け
を
行
な
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
市

町
村
広
報
誌
等
に
よ
る
相
談
員
の
周

知
、
市
町
村
に
対
す
る
障
害
者
相
談

員
の
活
用
等
の
依
頼
）【
回
答

北

海
道
】

困
り
ご
と
、悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」へ

内
容
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

今
年
も
、
重
度
の
身
体
及
び
知
的

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
郵
便
葉
書

の
無
償
配
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
郵
便
事
業
株
式
会
社
が
障

が
い
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
無
償
配
布
の
主
な
内
容
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
配
布
の
対
象

・
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
一
級
又

は
二
級
の
方
）

・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
手

帳
に
「
Ａ
」（
又
は
一
度
、
二
度
）

と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
）

■
受
付
期
間

四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

■
配
布
葉
書

通
常
郵
便
葉
書（「
く
ぼ
み
入
り
」、

「
無
地
」
又
は
「
イ
ン
ジ
ェ
ク
ト

紙
」）

■
配
布
枚
数

一
人
に
つ
き
二
十
枚

■
申
出
の
方
法

最
寄
の
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を

除
く
。）
に
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
出
る
こ

と
。年年

間間
優優
秀秀
作作
品品
発発
表表

平
成
二
十
二
年
度
に
本
紙
に
掲
載

さ
れ
た
文
芸
作
品
（
短
歌
百
十
一
、

俳
句
六
十
七
、
川
柳
百
二
十
四
）
に

つ
い
て
、
各
選
者
に
選
考
を
い
た
だ

い
た
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。
入
選
さ
れ
た
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

�
伊
達
市

吉
川

次
子

子
や
孫
よ
ひ
孫
も
来
い
よ
と
呼
び
か
け
て

夫
は
居
眠
る
お
せ
ち
を
前
に

〔
選
評
〕

選

者

内
田

弘

（
北
海
道
歌
人
会
事
務
局
長
）

素
直
な
気
持
ち
が
よ
く
出
た
作
品

だ
。
気
負
わ
ず
に
自
然
体
で
、
思
わ

き

そ
く

ず
口
に
出
た
よ
う
な
気
息
が
感
じ
ら

れ
、
思
わ
ず
読
む
者
を
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
気
持
ち
に
さ
せ
る
。
何
よ
り
も

�

�

�

�

�

�

�

�

「
あ
り
の
ま
ま
」
が
「
自
然
に
」
表

現
さ
れ
て
い
る
。
短
歌
は
こ
う
あ
り

た
い
も
の
だ
。

�

�
恵
庭
市

西
島

明

鳥
帰
る
湖
の
助
走
を
風
に
し
て

〔
選
評
〕

選

者

木
村

敏
男

（
北
海
道
俳
句
協
会
顧
問
）

湖
の
助
走
を
「
風
に
し
て
」
と
捉

え
た
表
現
が
よ
い
。

�

�北
広
島
市

本
多

司

世
界
一
長
寿
介
護
に
泣
く
日
本

〔
選
評
〕

選

者

浪
越

靖
政

（
北
海
道
川
柳
連
盟
事
務
局
長
）

世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
我
が
国

を
誇
り
た
い
が
、財
政
難
の
た
め
福
祉

政
策
の
つ
い
て
い
け
な
い
の
が
哀
し

い
。こ
ん
な
現
実
を
上
手
く
風
刺
し
た
。

��

��

�

�
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上
町

清
水
美
知
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リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

障がいのある選手が、障がい者スポーツの全道的な祭典であるこの大会に
参加し、競技等を通じ、スポーツの楽しさを経験するとともに、障がいに対
する道民の理解を深め、障がい者の社会参加の促進に寄与することを目的と
する。

北海道障害者スポーツ振興協会・北海道・富良野市・上富良野町・中富良
野町・南富良野町・占冠村

富良野市・上富良野町・中富良野町・南富良野町・占冠村

平成２３年１０月２日（日） 全８競技

■ 開会式・閉会式……各競技会場において開催する。
■ 実施競技
【個人競技】
①陸上競技（身体・知的） 富良野陸上競技場 〔富良野市〕
【団体競技】
①車椅子バスケットボール（身体） 富良野スポーツセンター 〔富良野市〕
②フロアバレーボール（身体） 中富良野町総合スポーツセンター 〔中富良野町〕
③サッカー（知的） 富良野河川少年サッカー場 〔富良野市〕
④バレーボール（知的） 占冠中学校体育館 〔占冠村〕
⑤バスケットボール（知的） 富良野東中学校体育館 〔富良野市〕

富良野西中学校体育館 〔富良野市〕
⑥ソフトボール（知的） 上富良野町島津球場 〔上富良野町〕
⑦フットベースボール（知的） 南富良野町営湖畔球場 〔南富良野町〕

■ 代表者・監督者会議……大会当日の開会式前に各競技場において開催する。

出場選手は、次の全ての条件を満たす者とする。ただし、フロアバレーボー
ルは、チーム編成が困難な場合に限り、特例として晴眼者の出場を認める。
①平成２３年４月１日現在、１５歳以上の身体障害者及び知的障害者。
②身体障害者は身体障害者手帳の交付を受けた者。
知的障害者は療育手帳の交付を受けた者。あるいはその取得の対象に
準ずる障害のある者。
③道内に現住所を有する者。ただし、道内の更生援護施設等に入所、通
所、通学している者は、その所在地の市町村から参加しても差し支え
ない。

平成２３年５月３１日（火）必着

１位から３位までに入賞した選手及びチームに対し入賞メダルを授与する。

参加料は、陸上競技・団体競技ともに、選手１名につき１，０００円とする。

本大会に関する問合せは、次のところにお願いします。
■ 主 催 団 体 北海道障害者スポーツ振興協会 �０１１‐２６１‐６９７０
■ 大会事務局 富良野市保健福祉部福祉課 �０１６７‐３９‐２２１１

１ 目 的

２ 主 催

３ 開催市町村

４ 大 会 期 日

５ 開・閉会式
及び実施競
技・会場

６ 参 加 資 格

７ 申 込 期 限

８ 表 彰

９ 参 加 料

１０ 問 合 せ 先

〔お知らせ〕 平成２３年度 第４９回北海道障害者スポーツ大会の概要

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６８５号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２３年４月２５日）


